
 被災者の心理的支援には、現実的な問題の解決を助けたり、対処に役立つ情報を提
供することが有効であることが知られています。  
  原子力災害の場合は、問題となる放射線影響を理解したり、放射線防護のための方

策を考える上で、専門的な知識を必要とします。  
  チェルノブイリ原発事故でも、そして東京電力福島第一原子力発電所事故後も、専

門家と地域住民との対話が行われていますが、専門家からのサポートにより、被災者
自身が放射線の問題を解決できるようになると、心理的ストレスの低減にも大きな効
果があると考えられています。  
  

  本資料への収録日：平成25年３月31日  
  改訂日：平成29年３月31日 
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